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整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

（秋田県　平成26年度）
メニュー
①

メニュー
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事業内容 事業費
備
考

（円）

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

交付金 その他

仙北
市

農事組
合法人
中川
ファー
ムクロ
サワ

土地利用
型作物
（稲）

事業実施地区にお
ける下位等級指数
を50%削減

6.4%
(事業実
施年度前
７中５の
平均)

1.4% 0.0% 3.2% 200.0% 　ＪＡ等主催の
講習会参加や
学習会の実施
による栽培技
術の研鑚、施
設導入による
色彩選別処理
により、下位等
級指数が0％
となり、事業実
施前より100％
削減した。

土地利
用型作
物（稲）

小売店や個人消費
者等に対しての直
接販売の取組につ
いて、その取扱量の
割合を30ポイント増
加

0%

直販等
数量
0kg

系統出
荷数量
153,000
kg

9.6% 7.5%

直販等
数量
9,360
kg

系統出
荷数量
124,371
kg

30%

直販等
数量
45,900
kg

系統出
荷数量
153,00
0kg

25.0% 　直接販売の
取引先を７社
確保し、直接
販売の取扱量
の割合は7.5
ポイント増加し
たものの、目
標達成には至
らなかった。

乾燥調製
施設

ﾗｲｽｾﾝﾀｰ
処理量：玄
米168ｔ
床面積：
282㎡

62,396,250 29,712,000 5,942,000 26,742,250 H25.3.21 　下位等級指数の削減
については、講習会参
加や学習会実施による
栽培技術の向上、及び
施設導入による色彩選
別処理により１等米比
率が100％となった。
　直接販売の取組につ
いては、前年より取引
先が１社増加し合計７
社になったが、観光施
設等の観光客の集客が
震災前のレベルまで
中々回復できないため
１社当たりの取扱量が
伸び悩み、ほぼ前年並
の9,360kgにとどまり目
標達成できなかった。
　今後は、高品質米をＰ
Ｒしながら、観光客や農
作業体験の生徒の受け
入れを通じた販促活動
を強化し、また仙北市
やＪＡおばこにおける首
都圏等での商談会を利
用しながら取引先の拡
大を図り、直接販売取
扱数量の増加に繋げ
目標達成に努めたい。

　下位等級指数の削減
については、各関係機
関主催の講習会や学
習会等の実施によって
地域の栽培技術の向
上によって１等米比率
が100％となった。
　直接販売先の割合30
ポイント増加について
は、直接販売の促進を
図った結果、取引先は
合計７社になったもの
の観光施設等の観光
客の集客が震災前のレ
ベルまで中々回復でき
ないため１社当たりの取
扱数量の増加に繋がら
ず、目標値を達成する
ことができなかった。
　今後、事業実施主体
において新たな取引先
確保に向けた販促活動
の強化を図ることから、
県としても販促活動に
おける情報提供をしな
がら目標達成に向けた
支援をする。
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